
　
南
秋
留
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
地
域
に

根
ざ
し
た
行
事
の
一
つ
に
『
ど
ん
ど

焼
き
』
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
お
正
月
の
し
め
縄
な
ど
を

燃
や
し
、
今
年
一
年
の
無
病
息
災
を

願
う
も
の
で
す
。
実
施
に
あ
た
っ
て

は
大
勢
の
児
童
・
保
護
者
は
も
と
よ

り
地
域
の
各
種
団
体
が
協
力
し
、
事

前
の
歳
の
神
作
り
、
ど
ん
ど
焼
き
当

日
の
繭
玉
作
り
を
行
な
い
、
ま
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
祭
愛
好
会
・
い
ず
み
の
会
・

青
少
健
南
秋
留
地
区
委
員
会
は
、
お

し
る
こ
・
や
き
そ
ば
・
お
で
ん
・
う

ど
ん
等
の
模
擬
店
を
出
店
し
、
そ
の

味
の
良
さ
で
も
参
加
者
に
大
人
気
で

す
。

　
今
年
は
歳
の
神
も
５
基
と
大
規
模

に
な
り
、
１
月
15
日
夕
方
に
点
火
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
大
変
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
非
常
に
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
地
域
交
流
の
た
め
に
も
、
い
つ

ま
で
も
残
っ
て
ほ
し
い
行
事
で
す
。

（８）

南
秋
留
地
区
自
慢
の

『
ど
ん
ど
焼
き
』

　
市
内
の
小
・
中
学
校
の
授
業
で
、

教
員
を
補
助
し
て
、
子
ど
も
の
学
習

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

▽
必
要
資
格
　
教
員
免
許
又
は
教
員

　
志
望
者
等

▽
補
助
教
科
　
国
語
、
算
数
、
数
学
、

　
英
語

▽
必
要
書
類
　
履
歴
書
（
写
真
、
希

　
望
の
教
科
、
資
格
を
証
す
る
写
し

　
な
ど
）

▽
問
合
せ
　
指
導
室
指
導
係
☎
５
５

　
８
―
２
４
３
１

教
員
補
助
員
を
募
集
し
ま
す

〜
文
化
財
で
生
涯
学
習
〜

　旧
市
倉
家
住
宅
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　食事をしながら子どもの話
に家族で耳を傾け、共感し、
受け止めるだんらんの場を大
切にしましょう。

　子どもが家事に興味を示したときがチ
ャンス。面倒でも手間ひまかけて教え、
親子が協力しあう中で、家族の一員とし
ての意識がはぐくまれます。

家庭への３つの呼びかけ家庭への３つの呼びかけ家庭への３つの呼びかけ

食卓で心を温めよう 子どもを家事に参加させよう
　子どもに判断力がつくま
では、テレビ視聴を子ども
任せにしないことが大切で
す。

テレビの見方に
注意しよう

　新成人と子どもた
ちの国歌斉唱に、輝
かしい未来を感じ
た。

　魅力的で個性あふれる作
品展
　あきる野市心身障害学級
と都立あきる野学園の共催

第９回合同作品展

地域に根ざした行事

　　　　　「どんど焼き」

平成17年成人式

　家庭・学校・地域の強い
連携で毎年行なわれている。

　　　　　南秋留小学校

（詳しくは、８ページ参照）

　家族の結びつきが希薄になってきているといわれている今日、市では家族のコミュニケーション
を密にし、親子の絆を深めるとともに明るい家庭づくりに努めていただきたいという願いを込めて、
毎月第２日曜日を「家庭の日」として設定しています。

　
五
日
市
郷
土
館
の
敷
地
内
に
あ
る

市
指
定
有
形
文
化
財
の
旧
市
倉
家
住

宅
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
構
造
と
形

式
を
持
っ
た
こ
の
地
域
の
一
般
的
な

農
家
の
建
物
で
す
。
郷
土
館
で
は
こ

の
旧
市
倉
家
住
宅
を
生
き
た
民
俗
資

料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
昔
、
あ
き
る
野
市
周
辺
で
は
農
家

は
蚕
（
か
い
こ
）
を
飼
い
、
繭
（
ま

ゆ
）
を
売
っ
て
現
金
収
入
を
得
て
い

た
こ
と
か
ら
、
旧
市
倉
家
で
は
こ
れ

を
再
現
し
、
５
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
蚕
を
育
て
て
い
ま
す
。
繭
が
で
き

る
と
、
糸
引
き
の
体
験
日
を
も
う
け

ま
す
。
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
の
協
力
を
受
け
て
機
織
り
の
実

演
を
見
た
り
、
体
験
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
こ
れ
以
外
に
も
、
庭
先
に
あ
る
小

さ
な
畑
で
、
の
ら
ぼ
う
や
サ
ツ
マ
イ

モ
、
綿
花
、
麦
な
ど
を
作
り
、
サ
ツ
マ

イ
モ
は
芋
掘
り
、
綿
花
は
綿
繰
（
わ

た
く
）
り
、
麦
は
脱
穀
し
た
後
、
唐

箕
（
と
う
み
）
に
か
け
る
な
ど
、
様

様
な
教
室
も
実
施
し
、
市
内
の
小
学

校
の
社
会
科
見
学
な
ど
で
も
体
験
の

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
中
行
事
に
あ
わ
せ
た
飾

り
つ
け
や
、
季
節
ご
と
の
普
段
の
生

活
風
景
も
再
現
し
て
い
ま
す
。
繭
玉
、

雛
人
形
、
鯉
の
ぼ
り
、
破
魔
矢
な
ど

を
飾
っ
た
り
、
夏
に
は
畳
の
間
に
蚊

帳
（
か
や
）
を
張
り
ま
す
。
年
配
の

来
館
者
か
ら
は
、
と
て
も
懐
か
し
い

と
の
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た

秋
に
は
十
五
夜
の
お
月
見
飾
り
、
年

末
に
は
餅
つ
き
な
ど
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　
旧
市
倉
家
の
中
に
入
る
と
左
手
に

囲
炉
裏
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
開

館
し
て
い
る
時
間
は
薪
を
燃
し
、
鉄

瓶
で
湯
を
沸
か
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
昔
の
風
景
を
再
現
す
る
と
い
う

こ
と
と
も
う
一
つ
、
茅
ぶ
き
の
家
を

害
虫
か
ら
守
る
と
い
う
意
味
も
あ
る

の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
旧
市
倉
家
住
宅
は

特
別
な
行
事
だ
け
で
は
な
く
、
普
段

の
様
子
か
ら
で
も
昔
の
生
活
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
す
。

　
　

　
な
お
、
糸
引
き
体
験
、
芋
掘
り
体

験
、
餅
つ
き
体
験
な
ど
の
事
業
は
、

実
施
時
に
「
広
報
あ
き
る
野
」
に
募

集
記
事
を
掲
載
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
毎
週
土
曜
日
に
は
、

「
さ
わ
れ
る
土
曜
日
」
事
業
で
石
臼
、

唐
箕
、
の
こ
ぎ
り
、
縄
な
え
機
等
の

民
具
を
使
っ
て
様
々
な
昔
の
作
業
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
お
問
合
せ

　
五
日
市
郷
土
館
（
☎
５
９
６
―
４

　
０
６
９
、
開
館
時
間
　
午
前
９
時

　
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
、
休
館
日

　
火
・
水
曜
日
、
祝
日
（
水
曜
日
が

　
祝
日
の
場
合
は
木
曜
日
も
休
館
）
、

　
年
末
年
始
）　小・中学校の子どもた

ちの学校教育活動での作

品を市民の方にご覧いた

だけるように展示してい

ます。

　今月は一の谷小学校・
前田小学校の子どもたち
の作品です。ぜひ、ご覧
ください。
○期間　３月29日㈫まで

（土・日曜日、祝日は除く）

○時間　午前８時30分～

　午後５時15分

○場所　市役所別館１階

　ギャラリー

今月の展示内容
一の谷小学校
　２月の伝統音楽発表会

で使用した５、６年生が

製作した衣装やその時の

写真。

前田小学校
　子供たちが図工の授業

で製作した絵画。

今後の展示予定

ギャラリーを開設しています

展示月 学 校 名 学 校 名

増 戸 小 西 　 中

五日市小 戸 倉 小

４月

５月

東秋留小 秋 多 中

多 西 小 東 　 中

６月

７月



（２）（７）

平成17年度あきる野市教育委員会の教育目標

平成17年度あきる野市教育委員会教育目標（図）

人と緑の新創造都市・あきる野市

豊かな人間性　未来をひらく学力

教 育

あきる野市民憲章

学　校
生涯学習社会

自 然　 人権尊重・社会貢献　 伝統・文化

家　庭 地域社会

　あきる野市教育委員会は、人権尊重

と社会貢献の精神を基調とし、あきる

野市民憲章に則してすべての市民が豊

かな自然や文化・伝統に誇りをもち、

生涯を通じて学ぶことのできる生涯学

習社会の実現を図る。その中で､家庭､

学校、地域社会がそれぞれの役割と責

任を自覚し緊密な連携のもとに、子ど

もたちが心身ともに健康で、豊かな人

間性と未来をひらく学力を兼ね備えた

市民として成長し、「人と緑の新創造

都市」あきる野市の発展に貢献するこ

とを期して、教育を推進する。

　すべての市民が、自他の人権について理解を深め、責任を自覚し、協力し合い、安心

して社会生活を送れるよう、人権尊重と社会貢献の精神を育成する教育を推進する。

　教育目標の実現には、家庭、学校、地域社会、そして行政が共通の課題意識をもち、それぞれ

の役割を果たしていくことが大切です。教育委員会では、この４者が密接な関係の下に協同する

こと、つまり「緊密な連携」を図りながら、平成17年度の教育目標及び基本方針に基づく重点

施策の推進に力を注ぎます。

１　人権尊重と社会貢献の精神をはぐくむ教育の推進

　子どもたちが、国際社会に生き社会の変化に主体的に対応していくために、基礎的な

学力の向上を図り、個性と創造性を伸ばす教育を推進する。

２　豊かな人間性と未来をひらく学力をはぐくむ教育の推進

　すべての市民が生涯を通じて自ら学び、文化やスポーツ・レクリエーションに親しめ

るよう、社会参加の機会の充実を図る。

３　生涯学習の推進と文化、スポーツ・レクリエーションの振興

　子どもたちが、乳幼児期から、豊かな体験を通して健やかに成長できるよう、家庭教

育や地域活動を支援するとともに、家庭、学校、地域社会が一体となった教育環境づく

りを推進する。

４　家庭、学校、地域社会の連携・協力の強化

教育目標

基本方針

　
副
籍
事
業
は
、
都
立
の
盲
・
ろ
う
・

養
護
学
校
に
通
学
す
る
小
学
生
や
中

学
生
が
、
住
ん
で
い
る
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
組
で
す
。

あ
き
る
野
学
園
養
護
学
校
と
地
域
指

定
校
で
あ
る
南
秋
留
小
学
校
が
進
め

た
取
組
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

『
先
日
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
来

校
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
学

校
に
戻
ら
れ
て
か
ら
の
田
中
美
春
さ

ん
の
様
子
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
（
南
秋
留
小
の
）
子
ど
も
た

ち
は
、
田
中
さ
ん
が
来
る
前
も
、
来

て
い
る
と
き
も
、
帰
っ
て
か
ら
も
と

て
も
嬉
し
が
っ
て
、
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が
優
し
さ
い

っ
ぱ
い
み
た
い
に
な
る
か
ら
不
思
議

で
す
。
私
も
子
ど
も
た
ち
も
、
と
て

も
大
切
な
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。』

◇
南
秋
留
小
学
校
訪
問
・
交
流
日

　
●

10
月
27
日
　
学
芸
会
の
練
習
の
参

　
観
に
学
校
を
訪
問

　
●

11
月
4
日
　
学
芸
会
を
他
の
児
童

　
と
と
も
に
鑑
賞

　
●

1
月
24
日
　
3
月
の
学
級
で
の
学

　
習
発
表
会
の
練
習
に
参
加

　
●

2
月
23
日
　
発
表
会
の
練
習
に
参

　
加

　
●

3
月
1
日
　
授
業
参
観
日
の
学
習

　
発
表
会
に
参
加

　
南
秋
留
小
学
校
（
地
域
指
定
校
）

で
交
流
を
始
め
る
ま
で
に
は
、
両
校

の
教
員
が
学
校
を
行
き
来
し
て
、
子

ど
も
や
学
級
の
状
況
に
つ
い
て
相
互

理
解
を
図
り
、
交
流
の
進
め
方
に
つ

い
て
十
分
に
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
『
地
域
で
出
会
っ
た

と
き
に
、
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
挨
拶

を
交
わ
せ
る
関
係
づ
く
り
が
で
き
れ

ば
何
よ
り
で
す
』
と
い
う
、
田
中
さ

ん
の
保
護
者
の
お
気
持
ち
や
、
交
流

に
際
し
て
の
ご
希
望
な
ど
も
う
か
が

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
関
係
校
の

教
員
や
保
護
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
と
も
に
地
域
で
過
ご

す
仲
間
と
し
て
か
か
わ
る
機
会
が
具

体
化
し
た
の
で
す
。

『
今
日
は
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

楽
し
か
っ
た
か
な
？
「
犬
の
お
ま
わ

り
さ
ん
」
の
歌
の
と
き
、
私
は
リ
コ

ー
ダ
ー
を
ふ
い
た
よ
。
ち
ょ
っ
と
び

っ
く
り
し
た
み
た
い
だ
っ
た
ね
。
さ

い
ご
の
「
犬
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
の

歌
の
と
き
、
手
を
た
た
い
た
り
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
ん
ど
は

「
ア
イ
ア
イ
」
を
リ
コ
ー
ダ
ー
で
ふ

く
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
て
ね
。
ま

た
こ
ん
ど
も
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
。

美
春
ち
ゃ
ん
が
、
3
年
1
組
と
し
て

学
級
に
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
ま

っ
て
い
る
か
ら
ね
』

　
　
　
　
3
年
1
組
　
大
木
春
奈

　
短
い
文
章
の
中
に
、
子
ど
も
た
ち

の
優
し
い
気
持
ち
と
交
流
活
動
へ
の

期
待
感
が
読
み
取
れ
ま
す
。
こ
の
日

の
田
中
さ
ん
は
、
3
年
1
組
の
子
ど

も
た
ち
に
惹
き
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

歌
に
合
わ
せ
て
自
ら
手
拍
子
を
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
の
学
校
の

子
ど
も
と
養
護
学
校
の
子
ど
も
が
ま

さ
に
心
を
通
じ
合
わ
せ
た
瞬
間
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
子
ど
も
た
ち
の
状
況
に
合
わ
せ
て

　
次
の
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
―

◇
あ
き
る
野
学
園
養
護
学
校
と
の
副

　
籍
事
業
実
施
児
童
・
生
徒
　

　
小
学
校
13
名
・
中
学
校
5
名

◇
地
域
指
定
校
（
副
籍
を
置
く
学
校
）

　
小
学
校
6
校
・
中
学
校
2
校
　
計

　
8
校

◇
学
校
だ
よ
り
や
学
級
通
信
等
に
よ

　
る
情
報
の
交
流
　
小
中
学
校
8
校

◇
学
芸
会
等
の
行
事
で
の
交
流

　
小
学
校
6
校

◇
心
身
障
害
学
級
と
の
交
流

　
小
学
校
1
校

◇
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
学
級
活

　
動
な
ど
の
授
業
で
の
交
流

　
小
学
校
2
校

◇
生
徒
が
学
園
を
訪
問

　
中
学
校
1
校

□
学
習
発
表
会
に
向
け
て

　
　
一
緒
に
練
習
し
よ
う
ね
！

―
田
中
美
春
さ
ん
と
南
秋
留
小
学
校

　
　
　
　
　
　
３
年
１
組
の
友
達
―

　
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
17
年

４
月
、
前
田
小
学
校
に
通
級
指
導

学
級
（
こ
と
ば
の
教
室
）
を
開
設

し
ま
す
。

　
こ
の
学
級
は
、
一
人
ひ
と
り
の

「
こ
と
ば
」
の
課
題
に
合
せ
て
、

週
に
１
〜
２
回
（
１
回
45
分
〜
60�

分
）
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
子
さ
ん
の
「
こ
と
ば
」

に
関
す
る
心
配
や
、
学
級
の
指
導

内
容
な
ど
の
相
談
も
受
け
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
先

　
●

教
育
相
談
所
（
秋
川
）
☎
５
５

　
８
―
６
４
４
４
、
（
五
日
市
）

　
☎
５
９
６
―
６
４
６
０

　
●

西
秋
留
小
学
校
通
級
指
導
学
級

　
（
情
緒
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
ク
ラ
ス
（
担
任
）
中
村
、
杉
田
、

　
鈴
木
☎
５
５
８
―
５
１
０
４

　
●

学
務
課
又
は
指
導
室
☎
５
５
８

　
―
１
１
１
１
�

「
こ
と
ば
の
教
室
」
を
開
設
し
ま
す

●あきる野学園との副籍事業（２）―その３―

特別支援教育推進情報特別支援教育推進情報特別支援教育推進情報

　
こ
れ
は
、
南
秋
留
小
学
校
３
年
１

組
の
担
任
で
あ
る
　
橋
先
生
が
、
あ

き
る
野
学
園
の
田
中
さ
ん
の
担
任
の

先
生
宛
て
に
書
い
た
手
紙
の
一
部
で

す
。
南
秋
留
小
学
校
区
域
に
住
み
、

あ
き
る
野
学
園
養
護
学
校
に
通
学
し

て
い
る
田
中
さ
ん
と
３
年
１
組
の
交

流
活
動
が
進
ん
で
い
ま
す
。

□
副
籍
事
業
の

　
　
　
今
年
度
の
取
り
組
み
状
況



（６）（３）

　
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
命
を
大

切
に
し
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
い
て
生

き
て
い
こ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
１

部
「
意
見
交
流
を
し
よ
う
」
で
は
、

市
内
小
・
中
学
生
の
「
命
や
思
い
や

り
に
関
す
る
意
識
調
査
」
結
果
を
も

と
に
、
命
や
思
い
や
り
に
対
す
る
子

ど
も
た
ち
の
意
識
や
行
動
に
つ
い
て

意
見
を
交
流
さ
せ
ま
し
た
。
第
２
部

で
は
、
「
障
害
を
乗
り
越
え
て
生
き

る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
中
村
勝
雄
さ

ん
に
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
参
会
者
の
ご
意
見
等
を

踏
ま
え
て
、
あ
き
る
野
市
教
育
の
日

に
関
す
る
事
業
の
企
画
・
運
営
を
充

実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
と
て
も
良
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
。

　
大
人
の
目
線
で
見
る
と
子
ど
も
の

　
悩
み
は
小
さ
く
見
え
ま
す
が
、
子

　
ど
も
に
と
っ
て
は
体
い
っ
ぱ
い
の

　
悩
み
で
す
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
か

　
ら
各
学
校
で
、
子
ど
も
た
ち
と
先

　
生
、
保
護
者
も
交
え
て
「
生
き
る
」

　
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
け
た
ら

　
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
フ
ォ
ー

　
ラ
ム
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
ま
た
、

　
広
報
活
動
だ
け
で
満
足
す
る
こ
と

　
な
く
、
体
で
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が

　
ら
、
大
人
と
子
ど
も
が
真
剣
に
か

　
か
わ
り
、
語
り
合
う
場
を
作
っ
て

　
い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
〔
小
学
生
の
保
護
者
〕

○
教
育
広
報
「
一
房
の
ぶ
ど
う
」
第

　
２
号
の
家
庭
へ
の
呼
び
か
け
が
今

　
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
を
集
約

　
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
「
あ
い

　
さ
つ
を
し
よ
う
」
、
そ
れ
は
人
間

　
関
係
を
円
滑
に
し
、
「
生
活
リ
ズ

　
ム
を
整
え
よ
う
」
は
、
我
慢
す
る

　
力
を
育
て
、
「
子
ど
も
と
の
信
頼

　
関
係
を
築
こ
う
」
で
、
家
族
に
受

　
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
幸
福
感
を
味

　
わ
い
、
生
き
る
力
を
育
て
ら
れ
る

　
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の

　
呼
び
か
け
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

　
し
て
い
き
た
い
で
す
。
中
村
勝
雄

　
氏
の
お
話
は
、
涙
あ
り
、
笑
い
あ

　
り
、
と
て
も
感
動
し
、
子
ど
も
に

　
聞
か
せ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。「
理

　
屈
や
理
由
で
は
な
く
、
自
殺
は
絶

　
対
ダ
メ
」
。
心
に
残
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
〔
中
学
生
の
保
護
者
〕

　
日
本
語
っ
て
難
し
い
。
�

　
あ
る
時
、
ぱ
ら
ぱ
ら
と
新
聞
を
め

く
っ
て
い
た
ら
こ
ん
な
言
葉
が
目
に

飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　
文
化
庁
が
今
年
の
一
〜
二
月
、
十

六
歳
以
上
の
三
千
人
に
対
し
て
「
国

語
に
関
す
る
世
論
調
査
」
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、「
檄
を
飛
ば
す
」

や
「
姑
息
」
な
ど
の
慣
用
句
の
意
味

を
ほ
と
ん
ど
の
人
が
間
違
え
て
覚
え

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
な
に
げ
に
」「
チ
ョ
ー
」

な
ど
の
若
者
言
葉
を
使
う
人
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
そ
う
で

す
。

　
今
や
友
達
同
士
の
会
話
で
あ
れ
ば
、

「
チ
ョ
ー
」
「
な
に
げ
に
」
な
ど
と

い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
が
普
通
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
言
葉
に
よ

っ
て
会
話
が
テ
ン
ポ
よ
く
進
み
、
情

報
を
楽
し
み
な
が
ら
仲
間
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
達
は
知
ら
ぬ

間
に
『
新
し
い
日
本
語
』
を
作
っ
て

き
た
の
だ
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。
古

典
の
時
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
、
一

つ
一
つ
の
言
葉
の
持
つ
意
味
や
使
い

方
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
、
今
、

日
本
語
は
私
達
若
者
に
よ
っ
て
変
化

し
て
い
る
途
中
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
友
達
同
士
、
仲
間
同
士

の
お
し
ゃ
べ
り
な
ら
ば
こ
の
会
話
で

十
分
で
す
が
、
年
齢
・
立
場
・
地
域

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
る
人

と
話
す
場
合
は
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
初
め
て
行

っ
た
場
所
で
通
り
す
が
り
の
人
に
道

を
た
ず
ね
て
み
た
と
し
ま
す
。

「
ね
え
ね
え
お
じ
さ
ん
。
○
○
っ
て

こ
っ
ち
？
」

「
ご
め
ん
よ
。
私
に
は
よ
く
分
か
ら

な
い
ね
え
。」

「
え
っ
、
ウ
ソ
、
マ
ジ
で
？
チ
ョ
ー

や
ば
い
。」

　
こ
ん
な
言
い
方
で
は
失
礼
で
す
。

「
失
礼
で
す
が
、
○
○
は
こ
ち
ら
で

す
か
。」

「
そ
う
で
す
か
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」

　
こ
の
方
が
、
突
然
聞
か
れ
た
相
手

も
、
ず
っ
と
気
分
が
い
い
で
し
ょ
う
。

言
葉
は
、
単
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
た
め
の
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
相
手
に
対
す
る
敬
意
や
思
い
や

り
の
気
持
ち
も
一
緒
に
伝
え
る
も
の

と
言
え
ま
す
。

　
長
い
歴
史
の
中
で
人
々
の
知
恵
や

生
活
感
が
つ
く
り
出
し
て
き
た
言
葉

は
、
と
て
も
温
か
く
、
素
朴
で
美
し

い
も
の
で
す
。
「
猫
の
手
も
借
り
た

い
ほ
ど
忙
し
い
。」
と
言
わ
れ
れ
ば
、

「
と
て
も
忙
し
い
。」
と
言
わ
れ
る
よ

り
も
、
そ
の
人
の
必
死
さ
や
大
変
さ

が
は
っ
き
り
と
想
像
で
き
ま
す
。

　
言
葉
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

人
々
の
喜
び
や
悲
し
み
な
ど
色
々
な

感
情
を
吸
収
し
な
が
ら
生
み
出
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
何
千
年
の
時
と
い
う

荒
波
に
も
ま
れ
て
形
を
変
え
な
が
ら
、

今
で
も
こ
う
し
て
残
っ
て
い
る
の
で

す
。
そ
う
考
え
る
と
、
一
つ
一
つ
の

言
葉
に
は
、
今
の
私
達
に
つ
な
が
る

た
く
さ
ん
の
人
々
の
思
い
が
つ
ま
っ

て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
だ
か
ら
、

私
達
の
祖
先
が
生
み
出
し
て
き
た
日

本
語
も
誇
り
に
思
う
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

　
言
葉
は
り
っ
ぱ
な
文
化
で
す
。
時

代
と
共
に
次
々
と
生
み
出
さ
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
日
本
語
と
、
み
が

き
抜
か
れ
た
美
し
い
日
本
語
。
私
達

は
、
こ
の
二
つ
の
日
本
語
を
上
手
に

使
い
分
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
若
い
私
達
は
、
古

き
良
き
日
本
語
に
誇
り
を
持
ち
な
が

ら
新
し
い
言
葉
を
生
み
出
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　　人権教育総合推進地域事業（文部科学省指定）を中心に、家庭、学校、地域社会、行政が連

　携して、人権感覚を身につけそれを態度や行動に現せる子どもを育成します。

　　●道徳授業地区公開講座（全校全学級の公開授業）　　●人権教育推進協力校

　　●あきる野市人権教育総合推進会議（市民、学校、幼稚園・保育園、行政等で組織）

　　●人権意識啓発事業（人権メッセージ・フォーラム、啓発資料の作成配布等）

　　●セーフティ教室

　　学力の定着・向上を目指して授業の改善を進め、また、家庭における基本的な生活習慣の形

　成や家庭学習の習慣化を図る取組を進めます。

　　●東京都授業改善推進校（秋多中学校）　　●市研究推進指定校・研究協力校

　　●教員補助員（小学校・中学校）の配置　　●図書館補助員の配置　　●少人数指導の充実

　　子どもや保護者の願いを実現できるよう、教育内容・指導体制、学校施設・設備の整備を進め、

　特色ある学校づくりと学校運営の改善・充実を進めます。

　　●特別支援教育（東京都モデル事業）

　　●「ことばの教室」通級指導学級（前田小学校）の開設

　　●食育（食に関する教育）の一環としての給食指導の推進。

　　すべての市民が文化・芸術活動に親しみ、いつでも、どこでも、だれもが学習機会を選択し、

　学ぶことができ、その成果が適切に評価される生涯学習社会の実現に向けた、市民との協働に

　よる学習機会の提供、図書館事業の充実や施設整備を進めます。

　　●東部図書館エルの開館　　●中央図書館の整備　　●生涯学習推進体制の整備（推進本部の運営等）

　　●生涯学習ボランティアの育成（生涯学習指導者認定講座の開催、市民解説員、ＩＴボランティア

　　の育成、市民塾の開設準備）　　●秋川キララホール事業の充実　　●市民企画講座の開催

　　市民がスポーツに親しみ、健康で生きがいのある豊かな生活を送ることができるよう「だれ

　もが、生涯を通じて、いつでも、どこでも、気軽に親しみ、楽しむ」ことができるスポーツ・

　レクリエーション活動と環境整備を進めます。

　　●秋川駅南口運動広場クラブハウスの整備　　●テニスコート等の改修

　　●各種スポーツ大会の開催　　●スポーツ団体の育成

　　「男女共同参画プラン」に基づき、女性も男性も性別にとらわれることなく、それぞれの個

　性や能力を発揮し、あらゆる分野に責任を持って共同参画し、多様な生き方を自由に選択でき、

　豊かさを享受できる社会づくりの基盤となる意識啓発や自己実現、日常の生活技術の向上など

　啓発事業を通して男女共同参画社会を目指します。

　　●男女共同参画推進市民会議の運営　　●男女共同参画情報誌「ｆ・ｗａｖｅ」の発行

　　●男女共同参画フォーラムの開催　　●各種セミナー（ライフステージセミナー、ワーキングセ

　　ミナー等）の開催

　　市内に伝わる有形･無形の文化遺産を保護継承し、あきる野市らしいまちづくりを進めるた

　めの郷土学習を充実します。

　　●指定文化財の保存事業の支援　　●文化財講座、体験教室の充実

　　●学習ボランティアによる文化財普及活動の充実

　　次代を担う子どもたちの健全な育成を目指し、体験を重視した学校外活動、余暇活動を通じ

　て子どもの居場所づくりを進めます。

　　●地域子ども教室の運営支援の充実　　●青少年体験活動等支援センターの運営　　●生涯学習支

　援者バンク、部活動指導者バンク等の充実　　●「家庭の日」推進事業の充実

　　●図書館ボランティアの育成

■人権尊重と社会貢献の精神をはぐくむ教育

■基礎的・基本的な学力の定着を図る教育

■子どものニーズに応じる教育体制の整備

■市民の学習や交流の場、社会参画の場の整備

■健康で、生きがいにつながる市民スポーツの振興

■男女共同参画社会の実現を目指した学習の推進

■あきる野市の地域性と歴史文化を活かした学習の推進

■家庭、学校、地域社会が連携・協力した青少年の健全育成と読書活動の振興

学

校

教

育

部
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
で
す

社

会

教

育

部

「
日
本
語
の
変
化
」

中
学
生
の
主
張
大
会

最
優
秀
賞
受
賞
作
品

「
日
本
語
の
変
化
」

あ
き
る
野
市
立
増
戸
中
学
校

ま

み
や

ひ
さ
ぎ

３
　年

間

宮

萩

中
学
生
の
主
張
大
会

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
中
学
生
の
主
張
大
会
大
盛
況

最
優
秀
賞
受
賞
作
品

　
市
民
の
教
育
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
関
す
る
取
組
を
、
市
民
全
体
で
推
進
す

る
た
め
の
「
あ
き
る
野
市
教
育
の
日
」
の
制
定
を
記
念
し
て

12
月
の
４
日
・
５
日
に
行
っ
た
、
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
中
学

生
の
主
張
大
会
は
、
高
い
関
心
と
熱
気
溢
れ
る
も
の
で
し
た
。

そ
の
一
端
を
掲
載
し
ま
し
た
。

「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
て



（４）（５）

　
７
月
１
日
、
こ
の
日
は
私
の
お
母

さ
ん
の
誕
生
日
で
す
。
私
は
い
つ
も

こ
の
日
が
く
る
と
、
悩
み
ま
す
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
お
母
さ
ん
に
、
な

に
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
れ
ば
い
い
か
、

わ
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
私
は
ま
ず
、
お
花
な
ど
を
買
お
う

と
し
ま
し
た
が
、
け
っ
こ
う
お
金
が

か
か
る
の
で
、
や
め
ま
し
た
。
今
度

は
、
小
さ
い
香
水
を
買
お
う
と
し
ま

し
た
が
、
お
母
さ
ん
は
、
ど
ん
な
香

水
が
好
き
か
、
分
か
ら
な
か
っ
た
の

で
、
ま
た
や
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

手
作
り
の
物
を
作
ろ
う
か
と
思
っ
た

の
で
、
パ
ソ
コ
ン
や
、
本
で
調
べ
た

り
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
良
い
物

が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
は
結
局
何
も
買
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
手
作
り
の
物
も
作
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
は
た
め
し
に
お
母
さ
ん
に

何
が
ほ
し
い
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
、
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト

ど
ん
な
の
が
ほ
し
い
。」

と
私
が
聞
く
と
、

「
う
ー
ん
、
別
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
い

ら
な
い
よ
、
有
起
子
が
な
ん
か
お
手

伝
い
と
か
少
し
し
て
く
れ
れ
ば
。」

と
、
お
母
さ
ん
が
言
い
ま
し
た
。
け

ど「
だ
め
だ
め
、
や
っ
ぱ
り
プ
レ
ゼ
ン

ト
じ
ゃ
な
い
と
。」

と
私
が
言
い
返
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
、
お
母
さ
ん

に
何
を
す
れ
ば
い
い
か
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
、
お
母
さ
ん

の
言
う
と
お
り
、
お
手
伝
い
を
誕
生

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
し
た
方
が
い
い
の

か
な
、
と
思
い
お
母
さ
ん
の
お
手
伝

い
を
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
洗
た
く
物
を
た
た
み
ま
し

た
。
私
の
家
は
、
い
つ
も
洗
た
く
物

が
多
い
の
で
、
た
た
む
の
が
す
ご
く

大
変
で
し
た
。
や
っ
と
洗
た
く
物
が

た
た
み
終
わ
っ
た
ぁ
、
と
思
っ
た
ら

次
は
お
皿
洗
い
で
す
。
油
よ
ご
れ
が

ひ
ど
く
て
、
な
か
な
か
お
ち
な
く
て
、

こ
れ
も
す
ご
く
大
変
で
し
た
。
そ
し

て
さ
ら
に
お
風
呂
そ
う
じ
な
ど
、
他

に
も
い
ろ
い
ろ
お
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。

「
ご
く
ろ
う
様
、
大
変
だ
っ
た
。」

と
お
母
さ
ん
が
声
を
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。

「
け
っ
こ
う
大
変
だ
ね
家
事
も
。」

と
言
う
と
お
母
さ
ん
が
、

「
初
め
の
方
は
大
変
だ
け
ど
、
慣
れ

れ
ば
何
と
か
な
る
わ
よ
、
い
や
ー
で

も
は
か
ど
っ
た
よ
、
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、

感
謝
さ
れ
た
の
か
、
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　
今
回
私
は
、
お
母
さ
ん
に
お
手
伝

い
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
が
、
最

初
の
方
は
お
手
伝
い
何
て
簡
単
だ
、

と
思
い
ま
し
た
が
け
っ
こ
う
大
変
で
、

ふ
だ
ん
の
お
母
さ
ん
の
気
持
ち
が
分

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
お
母

さ
ん
の
こ
と
を
も
っ
と
い
た
わ
っ
て

あ
げ
よ
か
と
思
い
ま
す
。

「
お
母
さ
ん
の
誕
生
日
」

あ
き
る
野
市
立
屋
城
小
学
校

た
に

や
ま

ゆ

き

こ

６
　年

谷

山

有

起

子

谷山　有起子さん

学
校
給
食

「
食
育（
食
に
関
す
る

　
　

教
育
）」
の
取
り
組
み

学
校
給
食

「
食
育（
食
に
関
す
る

　
　

教
育
）」
の
取
り
組
み

「
家
庭
の
日
」
推
進
事
業

　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
最
優
秀
賞
受
賞
作
品

「
家
庭
の
日
」
推
進
事
業

　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
最
優
秀
賞
受
賞
作
品 ○

教
育
広
報
に
掲
載
さ
れ
た
と
き
に

　
は
、「
当
た
り
前
の
こ
と
を
今
更
…
」

　
と
い
う
気
持
ち
で
読
ん
で
い
ま
し

　
た
が
、
再
度
読
ん
で
み
る
と
、「
本

　
当
に
自
分
は
子
ど
も
に
安
心
と
信

　
頼
を
与
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と

　
反
省
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

　
た
。
当
た
り
前
の
よ
う
で
な
か
な

　
か
で
き
な
い
。
親
と
し
て
必
要
な

　
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
で
き

　
れ
ば
、
台
所
や
ト
イ
レ
の
壁
に
貼

　
っ
て
、
一
日
に
何
回
で
も
声
に
出

　
し
て
読
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
小
学
生
の
保
護
者
）

○
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
子
ど
も

　
の
心
を
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
が
多

　
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
我
が
家
は

　
子
ど
も
が
三
人
な
の
で
、
三
人
と

　
も
同
じ
よ
う
に
接
す
る
こ
と
を
心

　
が
け
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
一
人

　
ひ
と
り
に
し
て
み
れ
ば
満
足
し
て

　
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

　
か
ら
も
努
力
は
し
て
い
き
た
い
し
、

　
両
親
が
仲
良
く
す
る
と
い
う
こ
と

　
も
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
（
小
学
生
の
保
護
者
）

○
記
事
を
読
ん
で
、
私
も
感
情
的
に

　
な
り
、
同
じ
言
葉
を
口
に
し
て
い

　
る
時
が
あ
る
と
反
省
し
ま
し
た
。

　
『
い
つ
も
同
じ
こ
と
を
マ
マ
に
言

　
わ
せ
て
、「
知
ら
な
い
か
ら
ね
」
』

　
な
ど
と
…
。
子
ど
も
は
き
っ
と
そ

　
の
と
き
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て

　
い
る
で
し
ょ
う
ね
。
親
と
し
て
自

　
分
の
子
ど
も
は
き
ち
ん
と
し
て
も

　
ら
い
た
い
と
思
う
気
持
ち
か
ら
つ

　
い
口
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思

　
い
ま
す
。
（
中
略
）
私
自
身
怒
っ

　
た
あ
と
は
必
ず
抱
き
し
め
て
あ
げ

　
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
自
分
で

　
も
い
け
な
い
と
思
い
、
平
常
心
に

　
戻
る
の
で
し
ょ
う
。
感
情
的
に
な

　
ら
ず
冷
静
な
目
で
い
た
い
と
思
い

　
ま
す
。
家
族
の
大
切
さ
を
親
も
子

　
ど
も
も
知
る
場
面
を
た
く
さ
ん
つ

　
く
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
（
小
学
生
の
保
護
者
）

　
「
お
母
さ
ん
、
わ
た
し
も
包
丁
を
使

っ
て
み
た
い
」

　
母
親
が
、
包
丁
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
皮

を
む
い
た
り
、
き
ざ
ん
だ
り
し
て
い
る

の
を
見
た
小
学
生
の
子
ど
も
が
、
自
分

も
や
り
た
い
と
言
い
出
し
た
。

　
母
親
は
ひ
や
ひ
や
し
な
が
ら
も
、
手

を
添
え
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
切
ら
せ
て
み

た
。

　
「
上
手
に
で
き
た
よ
。
今
度
は
一
人

で
で
き
る
よ
」

　
一
つ
切
り
終
わ
る
と
、
子
ど
も
の
顔

に
満
足
そ
う
な
笑
顔
が
広
が
っ
た
。
夕

食
時
に
は
、
親
子
で
一
緒
に
作
っ
た
料

理
を
前
に
子
ど
も
の
奮
闘
ぶ
り
が
話
題

と
な
り
、
家
族
の
会
話
に
花
が
咲
い
た
。

　
料
理
に
限
ら
ず
、
子
ど
も
が
、
皿
洗

い
や
お
風
呂
掃
除
、
草
取
り
な
ど
、
色

色
な
家
事
に
興
味
を
示
す
時
期
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
時
が
、
家
事
に
参
加
さ
せ

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
は
じ
め
は
上
手
に
で
き
な
く
て
、
子

ど
も
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
よ
り
、
親
が

や
っ
た
ほ
う
が
速
く
て
楽
だ
と
思
う
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
面
倒
で
も
手
間
ひ

ま
か
け
て
教
え
、
親
子
が
協
働
す
る
中

で
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
意
識
が
は

ぐ
く
ま
れ
ま
す
。

　
家
庭
は
教
育
の
原
点
で
す
。

　
あ
ら
た
め
て
お
手
伝
い
の
意
味
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
●

「
自
分
に
も
で
き
た
」
と
い
う
達
成

　
感
や
自
分
も
役
に
立
つ
と
い
う
有
用

　
感
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

　
●

家
事
を
受
け
持
つ
こ
と
で
、
責
任
感

　
や
社
会
性
が
育
つ
。

　
●

仕
事
を
通
じ
て
、
仕
事
の
大
切
さ
を

　
実
感
で
き
、
体
験
が
広
が
っ
て
、
人

　
を
思
い
や
る
心
が
育
つ
。

　
子
ど
も
に
は
失
敗
が
つ
き
も
の
で

す
。
は
じ
め
か
ら
う
ま
く
で
き
る
こ
と

を
求
め
ず
に
、
温
か
い
目
で
見
守
り
、

少
し
ず
つ
の
進
歩
を
ほ
め
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。
こ
の
積
み
重
ね
が
、
家
族
の
「
き

ず
な
」
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
意
見
・
感
想
・
問
合
せ
　
指
導
室
☎

　
５
５
８
―
８
８
５
９

家庭の役割を見直してみましょう

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
教
育
の
原
点
で
あ
る
家
庭
の
役
割
に
つ
い
て

考
え
た
り
、
紙
面
で
意
見
交
流
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
前
号
で
特
集
し
た
「
子
ど
も
と
の
信
頼
関
係
を
築
こ
う
」

に
つ
い
て
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
の
一
部
と
、
家
庭
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
子
ど
も
を
家
事
に
参
加
さ
せ
よ
う
！
」
の
掲
載
、
前
号
で
予
告
し

た
「
家
庭
の
日
」
推
進
事
業
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品
、
さ

ら
に
今
回
は
、
家
庭
と
の
連
携
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
「
食
育
（
食

に
関
す
る
教
育
）
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
家
庭
・
学

校
・
地
域
の
中
で
話
題
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
18
歳
未
満

の
子
ど
も
、
そ
の
保
護
者
及
び
子

育
て
に
関
わ
る
方
の
あ
ら
ゆ
る
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
調
整
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ

づ
く
り
の
応
援
、
子
育
て
講
座
の

開
講
及
び
子
育
て
支
援
情
報
の
提

供
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
開
所
日
時
　
月
〜
金
曜
日
の
午

　
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は

　
除
く
）

▽
相
談
・
問
合
せ
　
秋
川
ふ
れ
あ

　
い
セ
ン
タ
ー
内
　
☎
５
５
０
―

　
３
３
１
３

あ
き
る
野
市
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
身
体
の

健
康
だ
け
で
な
く
、
心
の
健
康
に
も

大
き
く
関
連
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
家
庭
の
中
で
食
に
関
す
る
教

育
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
学
校
給
食
は
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
望
ま
し
い
食
生

活
の
基
本
を
養
い
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
自
己
で
食
管
理
が
で
き
る
能
力
を

養
う
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
　

　
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
現
状
に

触
れ
て
み
る
と
、
好
き
嫌
い
が
多
い

子
ど
も
や
野
菜
の
名
前
を
答
え
ら
れ

な
い
子
ど
も
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま

す
。

　
ま
た
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
こ
な

い
子
ど
も
の
増
加
や
、
一
人
で
食
べ

る
「
孤
食
」
、
家
族
が
別
々
な
も
の
を

食
べ
る
「
個
食
」
も
気
に
な
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
崩
食
」
の
問
題
が
見
え

て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

食
育
の
重
要
性
を
感
じ
、
給
食
時
間

だ
け
で
な
く
、
授
業
で
の
食
育
を
重

視
し
、
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
（
栄

養
士
）
が
連
携
し
て
食
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
屋
城
小
学
校
の
三
年
生

で
は
、
栄
養
士
が
、
ふ
か
し
た
さ
つ

ま
芋
を
使
っ
て
食
物
セ
ン
イ
に
つ
い

て
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
一
の
谷

小
学
校
の
五
年
生
に
は
、
収
穫
時
期

に
合
わ
せ
て
「
お
米
」
に
関
す
る
授

業
を
、
戸
倉
小
学
校
一
・
二
年
生
に

は
、「
野
菜
に
つ
い
て
」
、
三
・
四
年

生
に
「
食
べ
物
に
つ
い
て
」
、
五
・

六
年
生
に
「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
」
の

授
業
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。
そ

の
他
に
も
、
「
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

る
こ
と
」
や
「
牛
乳
（
カ
ル
シ
ウ
ム
）

に
つ
い
て
」
、
「
六
つ
の
食
品
群
に

つ
い
て
」
な
ど
、
子
ど
も
に
「
食
べ

る
」
こ
と
の
意
味
や
大
切
さ
の
授
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
性
が
増

し
て
く
る
食
育
に
つ
い
て
は
、
家

庭
・
学
校
と
の
連
携
を
さ
ら
に
緊
密

に
し
、
取
組
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

屋城小での授業風景



（４）（５）

　
７
月
１
日
、
こ
の
日
は
私
の
お
母

さ
ん
の
誕
生
日
で
す
。
私
は
い
つ
も

こ
の
日
が
く
る
と
、
悩
み
ま
す
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
お
母
さ
ん
に
、
な

に
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
れ
ば
い
い
か
、

わ
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
私
は
ま
ず
、
お
花
な
ど
を
買
お
う

と
し
ま
し
た
が
、
け
っ
こ
う
お
金
が

か
か
る
の
で
、
や
め
ま
し
た
。
今
度

は
、
小
さ
い
香
水
を
買
お
う
と
し
ま

し
た
が
、
お
母
さ
ん
は
、
ど
ん
な
香

水
が
好
き
か
、
分
か
ら
な
か
っ
た
の

で
、
ま
た
や
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

手
作
り
の
物
を
作
ろ
う
か
と
思
っ
た

の
で
、
パ
ソ
コ
ン
や
、
本
で
調
べ
た

り
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
良
い
物

が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
は
結
局
何
も
買
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
手
作
り
の
物
も
作
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
は
た
め
し
に
お
母
さ
ん
に

何
が
ほ
し
い
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
、
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト

ど
ん
な
の
が
ほ
し
い
。」

と
私
が
聞
く
と
、

「
う
ー
ん
、
別
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
い

ら
な
い
よ
、
有
起
子
が
な
ん
か
お
手

伝
い
と
か
少
し
し
て
く
れ
れ
ば
。」

と
、
お
母
さ
ん
が
言
い
ま
し
た
。
け

ど「
だ
め
だ
め
、
や
っ
ぱ
り
プ
レ
ゼ
ン

ト
じ
ゃ
な
い
と
。」

と
私
が
言
い
返
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
、
お
母
さ
ん

に
何
を
す
れ
ば
い
い
か
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
、
お
母
さ
ん

の
言
う
と
お
り
、
お
手
伝
い
を
誕
生

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
し
た
方
が
い
い
の

か
な
、
と
思
い
お
母
さ
ん
の
お
手
伝

い
を
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
洗
た
く
物
を
た
た
み
ま
し

た
。
私
の
家
は
、
い
つ
も
洗
た
く
物

が
多
い
の
で
、
た
た
む
の
が
す
ご
く

大
変
で
し
た
。
や
っ
と
洗
た
く
物
が

た
た
み
終
わ
っ
た
ぁ
、
と
思
っ
た
ら

次
は
お
皿
洗
い
で
す
。
油
よ
ご
れ
が

ひ
ど
く
て
、
な
か
な
か
お
ち
な
く
て
、

こ
れ
も
す
ご
く
大
変
で
し
た
。
そ
し

て
さ
ら
に
お
風
呂
そ
う
じ
な
ど
、
他

に
も
い
ろ
い
ろ
お
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。

「
ご
く
ろ
う
様
、
大
変
だ
っ
た
。」

と
お
母
さ
ん
が
声
を
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。

「
け
っ
こ
う
大
変
だ
ね
家
事
も
。」

と
言
う
と
お
母
さ
ん
が
、

「
初
め
の
方
は
大
変
だ
け
ど
、
慣
れ

れ
ば
何
と
か
な
る
わ
よ
、
い
や
ー
で

も
は
か
ど
っ
た
よ
、
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、

感
謝
さ
れ
た
の
か
、
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　
今
回
私
は
、
お
母
さ
ん
に
お
手
伝

い
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
が
、
最

初
の
方
は
お
手
伝
い
何
て
簡
単
だ
、

と
思
い
ま
し
た
が
け
っ
こ
う
大
変
で
、

ふ
だ
ん
の
お
母
さ
ん
の
気
持
ち
が
分

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
お
母

さ
ん
の
こ
と
を
も
っ
と
い
た
わ
っ
て

あ
げ
よ
か
と
思
い
ま
す
。

「
お
母
さ
ん
の
誕
生
日
」

あ
き
る
野
市
立
屋
城
小
学
校

た
に

や
ま

ゆ

き

こ

６
　年

谷

山

有

起

子

谷山　有起子さん

学
校
給
食

「
食
育（
食
に
関
す
る

　
　

教
育
）」
の
取
り
組
み

学
校
給
食

「
食
育（
食
に
関
す
る

　
　

教
育
）」
の
取
り
組
み

「
家
庭
の
日
」
推
進
事
業

　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
最
優
秀
賞
受
賞
作
品

「
家
庭
の
日
」
推
進
事
業

　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
最
優
秀
賞
受
賞
作
品 ○

教
育
広
報
に
掲
載
さ
れ
た
と
き
に

　
は
、「
当
た
り
前
の
こ
と
を
今
更
…
」

　
と
い
う
気
持
ち
で
読
ん
で
い
ま
し

　
た
が
、
再
度
読
ん
で
み
る
と
、「
本

　
当
に
自
分
は
子
ど
も
に
安
心
と
信

　
頼
を
与
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と

　
反
省
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

　
た
。
当
た
り
前
の
よ
う
で
な
か
な

　
か
で
き
な
い
。
親
と
し
て
必
要
な

　
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
で
き

　
れ
ば
、
台
所
や
ト
イ
レ
の
壁
に
貼

　
っ
て
、
一
日
に
何
回
で
も
声
に
出

　
し
て
読
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
小
学
生
の
保
護
者
）

○
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
子
ど
も

　
の
心
を
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
が
多

　
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
我
が
家
は

　
子
ど
も
が
三
人
な
の
で
、
三
人
と

　
も
同
じ
よ
う
に
接
す
る
こ
と
を
心

　
が
け
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
一
人

　
ひ
と
り
に
し
て
み
れ
ば
満
足
し
て

　
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

　
か
ら
も
努
力
は
し
て
い
き
た
い
し
、

　
両
親
が
仲
良
く
す
る
と
い
う
こ
と

　
も
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
（
小
学
生
の
保
護
者
）

○
記
事
を
読
ん
で
、
私
も
感
情
的
に

　
な
り
、
同
じ
言
葉
を
口
に
し
て
い

　
る
時
が
あ
る
と
反
省
し
ま
し
た
。

　
『
い
つ
も
同
じ
こ
と
を
マ
マ
に
言

　
わ
せ
て
、「
知
ら
な
い
か
ら
ね
」
』

　
な
ど
と
…
。
子
ど
も
は
き
っ
と
そ

　
の
と
き
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て

　
い
る
で
し
ょ
う
ね
。
親
と
し
て
自

　
分
の
子
ど
も
は
き
ち
ん
と
し
て
も

　
ら
い
た
い
と
思
う
気
持
ち
か
ら
つ

　
い
口
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思

　
い
ま
す
。
（
中
略
）
私
自
身
怒
っ

　
た
あ
と
は
必
ず
抱
き
し
め
て
あ
げ

　
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
自
分
で

　
も
い
け
な
い
と
思
い
、
平
常
心
に

　
戻
る
の
で
し
ょ
う
。
感
情
的
に
な

　
ら
ず
冷
静
な
目
で
い
た
い
と
思
い

　
ま
す
。
家
族
の
大
切
さ
を
親
も
子

　
ど
も
も
知
る
場
面
を
た
く
さ
ん
つ

　
く
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
（
小
学
生
の
保
護
者
）

　
「
お
母
さ
ん
、
わ
た
し
も
包
丁
を
使

っ
て
み
た
い
」

　
母
親
が
、
包
丁
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
皮

を
む
い
た
り
、
き
ざ
ん
だ
り
し
て
い
る

の
を
見
た
小
学
生
の
子
ど
も
が
、
自
分

も
や
り
た
い
と
言
い
出
し
た
。

　
母
親
は
ひ
や
ひ
や
し
な
が
ら
も
、
手

を
添
え
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
切
ら
せ
て
み

た
。

　
「
上
手
に
で
き
た
よ
。
今
度
は
一
人

で
で
き
る
よ
」

　
一
つ
切
り
終
わ
る
と
、
子
ど
も
の
顔

に
満
足
そ
う
な
笑
顔
が
広
が
っ
た
。
夕

食
時
に
は
、
親
子
で
一
緒
に
作
っ
た
料

理
を
前
に
子
ど
も
の
奮
闘
ぶ
り
が
話
題

と
な
り
、
家
族
の
会
話
に
花
が
咲
い
た
。

　
料
理
に
限
ら
ず
、
子
ど
も
が
、
皿
洗

い
や
お
風
呂
掃
除
、
草
取
り
な
ど
、
色

色
な
家
事
に
興
味
を
示
す
時
期
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
時
が
、
家
事
に
参
加
さ
せ

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
は
じ
め
は
上
手
に
で
き
な
く
て
、
子

ど
も
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
よ
り
、
親
が

や
っ
た
ほ
う
が
速
く
て
楽
だ
と
思
う
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
面
倒
で
も
手
間
ひ

ま
か
け
て
教
え
、
親
子
が
協
働
す
る
中

で
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
意
識
が
は

ぐ
く
ま
れ
ま
す
。

　
家
庭
は
教
育
の
原
点
で
す
。

　
あ
ら
た
め
て
お
手
伝
い
の
意
味
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
●

「
自
分
に
も
で
き
た
」
と
い
う
達
成

　
感
や
自
分
も
役
に
立
つ
と
い
う
有
用

　
感
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

　
●

家
事
を
受
け
持
つ
こ
と
で
、
責
任
感

　
や
社
会
性
が
育
つ
。

　
●

仕
事
を
通
じ
て
、
仕
事
の
大
切
さ
を

　
実
感
で
き
、
体
験
が
広
が
っ
て
、
人

　
を
思
い
や
る
心
が
育
つ
。

　
子
ど
も
に
は
失
敗
が
つ
き
も
の
で

す
。
は
じ
め
か
ら
う
ま
く
で
き
る
こ
と

を
求
め
ず
に
、
温
か
い
目
で
見
守
り
、

少
し
ず
つ
の
進
歩
を
ほ
め
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。
こ
の
積
み
重
ね
が
、
家
族
の
「
き

ず
な
」
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
意
見
・
感
想
・
問
合
せ
　
指
導
室
☎

　
５
５
８
―
８
８
５
９

家庭の役割を見直してみましょう

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
教
育
の
原
点
で
あ
る
家
庭
の
役
割
に
つ
い
て

考
え
た
り
、
紙
面
で
意
見
交
流
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
前
号
で
特
集
し
た
「
子
ど
も
と
の
信
頼
関
係
を
築
こ
う
」

に
つ
い
て
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
の
一
部
と
、
家
庭
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
子
ど
も
を
家
事
に
参
加
さ
せ
よ
う
！
」
の
掲
載
、
前
号
で
予
告
し

た
「
家
庭
の
日
」
推
進
事
業
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品
、
さ

ら
に
今
回
は
、
家
庭
と
の
連
携
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
「
食
育
（
食

に
関
す
る
教
育
）
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
家
庭
・
学

校
・
地
域
の
中
で
話
題
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
18
歳
未
満

の
子
ど
も
、
そ
の
保
護
者
及
び
子

育
て
に
関
わ
る
方
の
あ
ら
ゆ
る
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
調
整
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ

づ
く
り
の
応
援
、
子
育
て
講
座
の

開
講
及
び
子
育
て
支
援
情
報
の
提

供
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
開
所
日
時
　
月
〜
金
曜
日
の
午

　
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は

　
除
く
）

▽
相
談
・
問
合
せ
　
秋
川
ふ
れ
あ

　
い
セ
ン
タ
ー
内
　
☎
５
５
０
―

　
３
３
１
３

あ
き
る
野
市
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
身
体
の

健
康
だ
け
で
な
く
、
心
の
健
康
に
も

大
き
く
関
連
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
家
庭
の
中
で
食
に
関
す
る
教

育
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
学
校
給
食
は
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
望
ま
し
い
食
生

活
の
基
本
を
養
い
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
自
己
で
食
管
理
が
で
き
る
能
力
を

養
う
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
　

　
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
現
状
に

触
れ
て
み
る
と
、
好
き
嫌
い
が
多
い

子
ど
も
や
野
菜
の
名
前
を
答
え
ら
れ

な
い
子
ど
も
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま

す
。

　
ま
た
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
こ
な

い
子
ど
も
の
増
加
や
、
一
人
で
食
べ

る
「
孤
食
」
、
家
族
が
別
々
な
も
の
を

食
べ
る
「
個
食
」
も
気
に
な
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
崩
食
」
の
問
題
が
見
え

て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

食
育
の
重
要
性
を
感
じ
、
給
食
時
間

だ
け
で
な
く
、
授
業
で
の
食
育
を
重

視
し
、
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
（
栄

養
士
）
が
連
携
し
て
食
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
屋
城
小
学
校
の
三
年
生

で
は
、
栄
養
士
が
、
ふ
か
し
た
さ
つ

ま
芋
を
使
っ
て
食
物
セ
ン
イ
に
つ
い

て
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
一
の
谷

小
学
校
の
五
年
生
に
は
、
収
穫
時
期

に
合
わ
せ
て
「
お
米
」
に
関
す
る
授

業
を
、
戸
倉
小
学
校
一
・
二
年
生
に

は
、「
野
菜
に
つ
い
て
」
、
三
・
四
年

生
に
「
食
べ
物
に
つ
い
て
」
、
五
・

六
年
生
に
「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
」
の

授
業
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。
そ

の
他
に
も
、
「
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

る
こ
と
」
や
「
牛
乳
（
カ
ル
シ
ウ
ム
）

に
つ
い
て
」
、
「
六
つ
の
食
品
群
に

つ
い
て
」
な
ど
、
子
ど
も
に
「
食
べ

る
」
こ
と
の
意
味
や
大
切
さ
の
授
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
性
が
増

し
て
く
る
食
育
に
つ
い
て
は
、
家

庭
・
学
校
と
の
連
携
を
さ
ら
に
緊
密

に
し
、
取
組
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

屋城小での授業風景



（６）（３）

　
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
命
を
大

切
に
し
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
い
て
生

き
て
い
こ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
１

部
「
意
見
交
流
を
し
よ
う
」
で
は
、

市
内
小
・
中
学
生
の
「
命
や
思
い
や

り
に
関
す
る
意
識
調
査
」
結
果
を
も

と
に
、
命
や
思
い
や
り
に
対
す
る
子

ど
も
た
ち
の
意
識
や
行
動
に
つ
い
て

意
見
を
交
流
さ
せ
ま
し
た
。
第
２
部

で
は
、
「
障
害
を
乗
り
越
え
て
生
き

る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
中
村
勝
雄
さ

ん
に
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
参
会
者
の
ご
意
見
等
を

踏
ま
え
て
、
あ
き
る
野
市
教
育
の
日

に
関
す
る
事
業
の
企
画
・
運
営
を
充

実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
と
て
も
良
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
。

　
大
人
の
目
線
で
見
る
と
子
ど
も
の

　
悩
み
は
小
さ
く
見
え
ま
す
が
、
子

　
ど
も
に
と
っ
て
は
体
い
っ
ぱ
い
の

　
悩
み
で
す
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
か

　
ら
各
学
校
で
、
子
ど
も
た
ち
と
先

　
生
、
保
護
者
も
交
え
て
「
生
き
る
」

　
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
け
た
ら

　
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
フ
ォ
ー

　
ラ
ム
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
ま
た
、

　
広
報
活
動
だ
け
で
満
足
す
る
こ
と

　
な
く
、
体
で
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が

　
ら
、
大
人
と
子
ど
も
が
真
剣
に
か

　
か
わ
り
、
語
り
合
う
場
を
作
っ
て

　
い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
〔
小
学
生
の
保
護
者
〕

○
教
育
広
報
「
一
房
の
ぶ
ど
う
」
第

　
２
号
の
家
庭
へ
の
呼
び
か
け
が
今

　
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
を
集
約

　
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
「
あ
い

　
さ
つ
を
し
よ
う
」
、
そ
れ
は
人
間

　
関
係
を
円
滑
に
し
、
「
生
活
リ
ズ

　
ム
を
整
え
よ
う
」
は
、
我
慢
す
る

　
力
を
育
て
、
「
子
ど
も
と
の
信
頼

　
関
係
を
築
こ
う
」
で
、
家
族
に
受

　
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
幸
福
感
を
味

　
わ
い
、
生
き
る
力
を
育
て
ら
れ
る

　
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の

　
呼
び
か
け
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

　
し
て
い
き
た
い
で
す
。
中
村
勝
雄

　
氏
の
お
話
は
、
涙
あ
り
、
笑
い
あ

　
り
、
と
て
も
感
動
し
、
子
ど
も
に

　
聞
か
せ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。「
理

　
屈
や
理
由
で
は
な
く
、
自
殺
は
絶

　
対
ダ
メ
」
。
心
に
残
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
〔
中
学
生
の
保
護
者
〕

　
日
本
語
っ
て
難
し
い
。
�

　
あ
る
時
、
ぱ
ら
ぱ
ら
と
新
聞
を
め

く
っ
て
い
た
ら
こ
ん
な
言
葉
が
目
に

飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　
文
化
庁
が
今
年
の
一
〜
二
月
、
十

六
歳
以
上
の
三
千
人
に
対
し
て
「
国

語
に
関
す
る
世
論
調
査
」
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、「
檄
を
飛
ば
す
」

や
「
姑
息
」
な
ど
の
慣
用
句
の
意
味

を
ほ
と
ん
ど
の
人
が
間
違
え
て
覚
え

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
な
に
げ
に
」「
チ
ョ
ー
」

な
ど
の
若
者
言
葉
を
使
う
人
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
そ
う
で

す
。

　
今
や
友
達
同
士
の
会
話
で
あ
れ
ば
、

「
チ
ョ
ー
」
「
な
に
げ
に
」
な
ど
と

い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
が
普
通
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
言
葉
に
よ

っ
て
会
話
が
テ
ン
ポ
よ
く
進
み
、
情

報
を
楽
し
み
な
が
ら
仲
間
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
達
は
知
ら
ぬ

間
に
『
新
し
い
日
本
語
』
を
作
っ
て

き
た
の
だ
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。
古

典
の
時
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
、
一

つ
一
つ
の
言
葉
の
持
つ
意
味
や
使
い

方
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
、
今
、

日
本
語
は
私
達
若
者
に
よ
っ
て
変
化

し
て
い
る
途
中
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
友
達
同
士
、
仲
間
同
士

の
お
し
ゃ
べ
り
な
ら
ば
こ
の
会
話
で

十
分
で
す
が
、
年
齢
・
立
場
・
地
域

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
る
人

と
話
す
場
合
は
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
初
め
て
行

っ
た
場
所
で
通
り
す
が
り
の
人
に
道

を
た
ず
ね
て
み
た
と
し
ま
す
。

「
ね
え
ね
え
お
じ
さ
ん
。
○
○
っ
て

こ
っ
ち
？
」

「
ご
め
ん
よ
。
私
に
は
よ
く
分
か
ら

な
い
ね
え
。」

「
え
っ
、
ウ
ソ
、
マ
ジ
で
？
チ
ョ
ー

や
ば
い
。」

　
こ
ん
な
言
い
方
で
は
失
礼
で
す
。

「
失
礼
で
す
が
、
○
○
は
こ
ち
ら
で

す
か
。」

「
そ
う
で
す
か
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」

　
こ
の
方
が
、
突
然
聞
か
れ
た
相
手

も
、
ず
っ
と
気
分
が
い
い
で
し
ょ
う
。

言
葉
は
、
単
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
た
め
の
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
相
手
に
対
す
る
敬
意
や
思
い
や

り
の
気
持
ち
も
一
緒
に
伝
え
る
も
の

と
言
え
ま
す
。

　
長
い
歴
史
の
中
で
人
々
の
知
恵
や

生
活
感
が
つ
く
り
出
し
て
き
た
言
葉

は
、
と
て
も
温
か
く
、
素
朴
で
美
し

い
も
の
で
す
。
「
猫
の
手
も
借
り
た

い
ほ
ど
忙
し
い
。」
と
言
わ
れ
れ
ば
、

「
と
て
も
忙
し
い
。」
と
言
わ
れ
る
よ

り
も
、
そ
の
人
の
必
死
さ
や
大
変
さ

が
は
っ
き
り
と
想
像
で
き
ま
す
。

　
言
葉
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

人
々
の
喜
び
や
悲
し
み
な
ど
色
々
な

感
情
を
吸
収
し
な
が
ら
生
み
出
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
何
千
年
の
時
と
い
う

荒
波
に
も
ま
れ
て
形
を
変
え
な
が
ら
、

今
で
も
こ
う
し
て
残
っ
て
い
る
の
で

す
。
そ
う
考
え
る
と
、
一
つ
一
つ
の

言
葉
に
は
、
今
の
私
達
に
つ
な
が
る

た
く
さ
ん
の
人
々
の
思
い
が
つ
ま
っ

て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
だ
か
ら
、

私
達
の
祖
先
が
生
み
出
し
て
き
た
日

本
語
も
誇
り
に
思
う
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

　
言
葉
は
り
っ
ぱ
な
文
化
で
す
。
時

代
と
共
に
次
々
と
生
み
出
さ
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
日
本
語
と
、
み
が

き
抜
か
れ
た
美
し
い
日
本
語
。
私
達

は
、
こ
の
二
つ
の
日
本
語
を
上
手
に

使
い
分
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
若
い
私
達
は
、
古

き
良
き
日
本
語
に
誇
り
を
持
ち
な
が

ら
新
し
い
言
葉
を
生
み
出
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　　人権教育総合推進地域事業（文部科学省指定）を中心に、家庭、学校、地域社会、行政が連

　携して、人権感覚を身につけそれを態度や行動に現せる子どもを育成します。

　　●道徳授業地区公開講座（全校全学級の公開授業）　　●人権教育推進協力校

　　●あきる野市人権教育総合推進会議（市民、学校、幼稚園・保育園、行政等で組織）

　　●人権意識啓発事業（人権メッセージ・フォーラム、啓発資料の作成配布等）

　　●セーフティ教室

　　学力の定着・向上を目指して授業の改善を進め、また、家庭における基本的な生活習慣の形

　成や家庭学習の習慣化を図る取組を進めます。

　　●東京都授業改善推進校（秋多中学校）　　●市研究推進指定校・研究協力校

　　●教員補助員（小学校・中学校）の配置　　●図書館補助員の配置　　●少人数指導の充実

　　子どもや保護者の願いを実現できるよう、教育内容・指導体制、学校施設・設備の整備を進め、

　特色ある学校づくりと学校運営の改善・充実を進めます。

　　●特別支援教育（東京都モデル事業）

　　●「ことばの教室」通級指導学級（前田小学校）の開設

　　●食育（食に関する教育）の一環としての給食指導の推進。

　　すべての市民が文化・芸術活動に親しみ、いつでも、どこでも、だれもが学習機会を選択し、

　学ぶことができ、その成果が適切に評価される生涯学習社会の実現に向けた、市民との協働に

　よる学習機会の提供、図書館事業の充実や施設整備を進めます。

　　●東部図書館エルの開館　　●中央図書館の整備　　●生涯学習推進体制の整備（推進本部の運営等）

　　●生涯学習ボランティアの育成（生涯学習指導者認定講座の開催、市民解説員、ＩＴボランティア

　　の育成、市民塾の開設準備）　　●秋川キララホール事業の充実　　●市民企画講座の開催

　　市民がスポーツに親しみ、健康で生きがいのある豊かな生活を送ることができるよう「だれ

　もが、生涯を通じて、いつでも、どこでも、気軽に親しみ、楽しむ」ことができるスポーツ・

　レクリエーション活動と環境整備を進めます。

　　●秋川駅南口運動広場クラブハウスの整備　　●テニスコート等の改修

　　●各種スポーツ大会の開催　　●スポーツ団体の育成

　　「男女共同参画プラン」に基づき、女性も男性も性別にとらわれることなく、それぞれの個

　性や能力を発揮し、あらゆる分野に責任を持って共同参画し、多様な生き方を自由に選択でき、

　豊かさを享受できる社会づくりの基盤となる意識啓発や自己実現、日常の生活技術の向上など

　啓発事業を通して男女共同参画社会を目指します。

　　●男女共同参画推進市民会議の運営　　●男女共同参画情報誌「ｆ・ｗａｖｅ」の発行

　　●男女共同参画フォーラムの開催　　●各種セミナー（ライフステージセミナー、ワーキングセ

　　ミナー等）の開催

　　市内に伝わる有形･無形の文化遺産を保護継承し、あきる野市らしいまちづくりを進めるた

　めの郷土学習を充実します。

　　●指定文化財の保存事業の支援　　●文化財講座、体験教室の充実

　　●学習ボランティアによる文化財普及活動の充実

　　次代を担う子どもたちの健全な育成を目指し、体験を重視した学校外活動、余暇活動を通じ

　て子どもの居場所づくりを進めます。

　　●地域子ども教室の運営支援の充実　　●青少年体験活動等支援センターの運営　　●生涯学習支

　援者バンク、部活動指導者バンク等の充実　　●「家庭の日」推進事業の充実

　　●図書館ボランティアの育成

■人権尊重と社会貢献の精神をはぐくむ教育

■基礎的・基本的な学力の定着を図る教育

■子どものニーズに応じる教育体制の整備

■市民の学習や交流の場、社会参画の場の整備

■健康で、生きがいにつながる市民スポーツの振興

■男女共同参画社会の実現を目指した学習の推進

■あきる野市の地域性と歴史文化を活かした学習の推進

■家庭、学校、地域社会が連携・協力した青少年の健全育成と読書活動の振興

学

校

教

育

部
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
で
す

社

会

教

育

部

「
日
本
語
の
変
化
」

中
学
生
の
主
張
大
会

最
優
秀
賞
受
賞
作
品

「
日
本
語
の
変
化
」

あ
き
る
野
市
立
増
戸
中
学
校

ま

み
や

ひ
さ
ぎ

３
　年

間

宮

萩

中
学
生
の
主
張
大
会

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
中
学
生
の
主
張
大
会
大
盛
況

最
優
秀
賞
受
賞
作
品

　
市
民
の
教
育
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
関
す
る
取
組
を
、
市
民
全
体
で
推
進
す

る
た
め
の
「
あ
き
る
野
市
教
育
の
日
」
の
制
定
を
記
念
し
て

12
月
の
４
日
・
５
日
に
行
っ
た
、
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
中
学

生
の
主
張
大
会
は
、
高
い
関
心
と
熱
気
溢
れ
る
も
の
で
し
た
。

そ
の
一
端
を
掲
載
し
ま
し
た
。

「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
て



（２）（７）

平成17年度あきる野市教育委員会の教育目標

平成17年度あきる野市教育委員会教育目標（図）

人と緑の新創造都市・あきる野市

豊かな人間性　未来をひらく学力

教 育

あきる野市民憲章

学　校
生涯学習社会

自 然　 人権尊重・社会貢献　 伝統・文化

家　庭 地域社会

　あきる野市教育委員会は、人権尊重

と社会貢献の精神を基調とし、あきる

野市民憲章に則してすべての市民が豊

かな自然や文化・伝統に誇りをもち、

生涯を通じて学ぶことのできる生涯学

習社会の実現を図る。その中で､家庭､

学校、地域社会がそれぞれの役割と責

任を自覚し緊密な連携のもとに、子ど

もたちが心身ともに健康で、豊かな人

間性と未来をひらく学力を兼ね備えた

市民として成長し、「人と緑の新創造

都市」あきる野市の発展に貢献するこ

とを期して、教育を推進する。

　すべての市民が、自他の人権について理解を深め、責任を自覚し、協力し合い、安心

して社会生活を送れるよう、人権尊重と社会貢献の精神を育成する教育を推進する。

　教育目標の実現には、家庭、学校、地域社会、そして行政が共通の課題意識をもち、それぞれ

の役割を果たしていくことが大切です。教育委員会では、この４者が密接な関係の下に協同する

こと、つまり「緊密な連携」を図りながら、平成17年度の教育目標及び基本方針に基づく重点

施策の推進に力を注ぎます。

１　人権尊重と社会貢献の精神をはぐくむ教育の推進

　子どもたちが、国際社会に生き社会の変化に主体的に対応していくために、基礎的な

学力の向上を図り、個性と創造性を伸ばす教育を推進する。

２　豊かな人間性と未来をひらく学力をはぐくむ教育の推進

　すべての市民が生涯を通じて自ら学び、文化やスポーツ・レクリエーションに親しめ

るよう、社会参加の機会の充実を図る。

３　生涯学習の推進と文化、スポーツ・レクリエーションの振興

　子どもたちが、乳幼児期から、豊かな体験を通して健やかに成長できるよう、家庭教

育や地域活動を支援するとともに、家庭、学校、地域社会が一体となった教育環境づく

りを推進する。

４　家庭、学校、地域社会の連携・協力の強化

教育目標

基本方針

　
副
籍
事
業
は
、
都
立
の
盲
・
ろ
う
・

養
護
学
校
に
通
学
す
る
小
学
生
や
中

学
生
が
、
住
ん
で
い
る
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
組
で
す
。

あ
き
る
野
学
園
養
護
学
校
と
地
域
指

定
校
で
あ
る
南
秋
留
小
学
校
が
進
め

た
取
組
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

『
先
日
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
来

校
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
学

校
に
戻
ら
れ
て
か
ら
の
田
中
美
春
さ

ん
の
様
子
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
（
南
秋
留
小
の
）
子
ど
も
た

ち
は
、
田
中
さ
ん
が
来
る
前
も
、
来

て
い
る
と
き
も
、
帰
っ
て
か
ら
も
と

て
も
嬉
し
が
っ
て
、
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が
優
し
さ
い

っ
ぱ
い
み
た
い
に
な
る
か
ら
不
思
議

で
す
。
私
も
子
ど
も
た
ち
も
、
と
て

も
大
切
な
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。』

◇
南
秋
留
小
学
校
訪
問
・
交
流
日

　
●

10
月
27
日
　
学
芸
会
の
練
習
の
参

　
観
に
学
校
を
訪
問

　
●

11
月
4
日
　
学
芸
会
を
他
の
児
童

　
と
と
も
に
鑑
賞

　
●

1
月
24
日
　
3
月
の
学
級
で
の
学

　
習
発
表
会
の
練
習
に
参
加

　
●

2
月
23
日
　
発
表
会
の
練
習
に
参

　
加

　
●

3
月
1
日
　
授
業
参
観
日
の
学
習

　
発
表
会
に
参
加

　
南
秋
留
小
学
校
（
地
域
指
定
校
）

で
交
流
を
始
め
る
ま
で
に
は
、
両
校

の
教
員
が
学
校
を
行
き
来
し
て
、
子

ど
も
や
学
級
の
状
況
に
つ
い
て
相
互

理
解
を
図
り
、
交
流
の
進
め
方
に
つ

い
て
十
分
に
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
『
地
域
で
出
会
っ
た

と
き
に
、
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
挨
拶

を
交
わ
せ
る
関
係
づ
く
り
が
で
き
れ

ば
何
よ
り
で
す
』
と
い
う
、
田
中
さ

ん
の
保
護
者
の
お
気
持
ち
や
、
交
流

に
際
し
て
の
ご
希
望
な
ど
も
う
か
が

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
関
係
校
の

教
員
や
保
護
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
と
も
に
地
域
で
過
ご

す
仲
間
と
し
て
か
か
わ
る
機
会
が
具

体
化
し
た
の
で
す
。

『
今
日
は
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

楽
し
か
っ
た
か
な
？
「
犬
の
お
ま
わ

り
さ
ん
」
の
歌
の
と
き
、
私
は
リ
コ

ー
ダ
ー
を
ふ
い
た
よ
。
ち
ょ
っ
と
び

っ
く
り
し
た
み
た
い
だ
っ
た
ね
。
さ

い
ご
の
「
犬
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
の

歌
の
と
き
、
手
を
た
た
い
た
り
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
ん
ど
は

「
ア
イ
ア
イ
」
を
リ
コ
ー
ダ
ー
で
ふ

く
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
て
ね
。
ま

た
こ
ん
ど
も
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
。

美
春
ち
ゃ
ん
が
、
3
年
1
組
と
し
て

学
級
に
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
ま

っ
て
い
る
か
ら
ね
』

　
　
　
　
3
年
1
組
　
大
木
春
奈

　
短
い
文
章
の
中
に
、
子
ど
も
た
ち

の
優
し
い
気
持
ち
と
交
流
活
動
へ
の

期
待
感
が
読
み
取
れ
ま
す
。
こ
の
日

の
田
中
さ
ん
は
、
3
年
1
組
の
子
ど

も
た
ち
に
惹
き
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

歌
に
合
わ
せ
て
自
ら
手
拍
子
を
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
の
学
校
の

子
ど
も
と
養
護
学
校
の
子
ど
も
が
ま

さ
に
心
を
通
じ
合
わ
せ
た
瞬
間
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
子
ど
も
た
ち
の
状
況
に
合
わ
せ
て

　
次
の
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
―

◇
あ
き
る
野
学
園
養
護
学
校
と
の
副

　
籍
事
業
実
施
児
童
・
生
徒
　

　
小
学
校
13
名
・
中
学
校
5
名

◇
地
域
指
定
校
（
副
籍
を
置
く
学
校
）

　
小
学
校
6
校
・
中
学
校
2
校
　
計

　
8
校

◇
学
校
だ
よ
り
や
学
級
通
信
等
に
よ

　
る
情
報
の
交
流
　
小
中
学
校
8
校

◇
学
芸
会
等
の
行
事
で
の
交
流

　
小
学
校
6
校

◇
心
身
障
害
学
級
と
の
交
流

　
小
学
校
1
校

◇
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
学
級
活

　
動
な
ど
の
授
業
で
の
交
流

　
小
学
校
2
校

◇
生
徒
が
学
園
を
訪
問

　
中
学
校
1
校

□
学
習
発
表
会
に
向
け
て

　
　
一
緒
に
練
習
し
よ
う
ね
！

―
田
中
美
春
さ
ん
と
南
秋
留
小
学
校

　
　
　
　
　
　
３
年
１
組
の
友
達
―

　
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
17
年

４
月
、
前
田
小
学
校
に
通
級
指
導

学
級
（
こ
と
ば
の
教
室
）
を
開
設

し
ま
す
。

　
こ
の
学
級
は
、
一
人
ひ
と
り
の

「
こ
と
ば
」
の
課
題
に
合
せ
て
、

週
に
１
〜
２
回
（
１
回
45
分
〜
60�

分
）
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
子
さ
ん
の
「
こ
と
ば
」

に
関
す
る
心
配
や
、
学
級
の
指
導

内
容
な
ど
の
相
談
も
受
け
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
先

　
●

教
育
相
談
所
（
秋
川
）
☎
５
５

　
８
―
６
４
４
４
、
（
五
日
市
）

　
☎
５
９
６
―
６
４
６
０

　
●

西
秋
留
小
学
校
通
級
指
導
学
級

　
（
情
緒
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
ク
ラ
ス
（
担
任
）
中
村
、
杉
田
、

　
鈴
木
☎
５
５
８
―
５
１
０
４

　
●

学
務
課
又
は
指
導
室
☎
５
５
８

　
―
１
１
１
１
�

「
こ
と
ば
の
教
室
」
を
開
設
し
ま
す

●あきる野学園との副籍事業（２）―その３―

特別支援教育推進情報特別支援教育推進情報特別支援教育推進情報

　
こ
れ
は
、
南
秋
留
小
学
校
３
年
１

組
の
担
任
で
あ
る
　
橋
先
生
が
、
あ

き
る
野
学
園
の
田
中
さ
ん
の
担
任
の

先
生
宛
て
に
書
い
た
手
紙
の
一
部
で

す
。
南
秋
留
小
学
校
区
域
に
住
み
、

あ
き
る
野
学
園
養
護
学
校
に
通
学
し

て
い
る
田
中
さ
ん
と
３
年
１
組
の
交

流
活
動
が
進
ん
で
い
ま
す
。

□
副
籍
事
業
の

　
　
　
今
年
度
の
取
り
組
み
状
況



　
南
秋
留
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
地
域
に

根
ざ
し
た
行
事
の
一
つ
に
『
ど
ん
ど

焼
き
』
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
お
正
月
の
し
め
縄
な
ど
を

燃
や
し
、
今
年
一
年
の
無
病
息
災
を

願
う
も
の
で
す
。
実
施
に
あ
た
っ
て

は
大
勢
の
児
童
・
保
護
者
は
も
と
よ

り
地
域
の
各
種
団
体
が
協
力
し
、
事

前
の
歳
の
神
作
り
、
ど
ん
ど
焼
き
当

日
の
繭
玉
作
り
を
行
な
い
、
ま
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
祭
愛
好
会
・
い
ず
み
の
会
・

青
少
健
南
秋
留
地
区
委
員
会
は
、
お

し
る
こ
・
や
き
そ
ば
・
お
で
ん
・
う

ど
ん
等
の
模
擬
店
を
出
店
し
、
そ
の

味
の
良
さ
で
も
参
加
者
に
大
人
気
で

す
。

　
今
年
は
歳
の
神
も
５
基
と
大
規
模

に
な
り
、
１
月
15
日
夕
方
に
点
火
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
大
変
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
非
常
に
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
地
域
交
流
の
た
め
に
も
、
い
つ

ま
で
も
残
っ
て
ほ
し
い
行
事
で
す
。

（８）

南
秋
留
地
区
自
慢
の

『
ど
ん
ど
焼
き
』

　
市
内
の
小
・
中
学
校
の
授
業
で
、

教
員
を
補
助
し
て
、
子
ど
も
の
学
習

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

▽
必
要
資
格
　
教
員
免
許
又
は
教
員

　
志
望
者
等

▽
補
助
教
科
　
国
語
、
算
数
、
数
学
、

　
英
語

▽
必
要
書
類
　
履
歴
書
（
写
真
、
希

　
望
の
教
科
、
資
格
を
証
す
る
写
し

　
な
ど
）

▽
問
合
せ
　
指
導
室
指
導
係
☎
５
５

　
８
―
２
４
３
１

教
員
補
助
員
を
募
集
し
ま
す

〜
文
化
財
で
生
涯
学
習
〜

　旧
市
倉
家
住
宅

広報 教育あきる野広報 教育あきる野

第３号 平成１７年３月１５日
編集・発行／あきる野市教育委員会　〒197-0814 あきる野市二宮350　☎042（558）1111（代）

　食事をしながら子どもの話
に家族で耳を傾け、共感し、
受け止めるだんらんの場を大
切にしましょう。

　子どもが家事に興味を示したときがチ
ャンス。面倒でも手間ひまかけて教え、
親子が協力しあう中で、家族の一員とし
ての意識がはぐくまれます。

家庭への３つの呼びかけ家庭への３つの呼びかけ家庭への３つの呼びかけ

食卓で心を温めよう 子どもを家事に参加させよう
　子どもに判断力がつくま
では、テレビ視聴を子ども
任せにしないことが大切で
す。

テレビの見方に
注意しよう

　新成人と子どもた
ちの国歌斉唱に、輝
かしい未来を感じ
た。

　魅力的で個性あふれる作
品展
　あきる野市心身障害学級
と都立あきる野学園の共催

第９回合同作品展

地域に根ざした行事

　　　　　「どんど焼き」

平成17年成人式

　家庭・学校・地域の強い
連携で毎年行なわれている。

　　　　　南秋留小学校

（詳しくは、８ページ参照）

　家族の結びつきが希薄になってきているといわれている今日、市では家族のコミュニケーション
を密にし、親子の絆を深めるとともに明るい家庭づくりに努めていただきたいという願いを込めて、
毎月第２日曜日を「家庭の日」として設定しています。

　
五
日
市
郷
土
館
の
敷
地
内
に
あ
る

市
指
定
有
形
文
化
財
の
旧
市
倉
家
住

宅
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
構
造
と
形

式
を
持
っ
た
こ
の
地
域
の
一
般
的
な

農
家
の
建
物
で
す
。
郷
土
館
で
は
こ

の
旧
市
倉
家
住
宅
を
生
き
た
民
俗
資

料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
昔
、
あ
き
る
野
市
周
辺
で
は
農
家

は
蚕
（
か
い
こ
）
を
飼
い
、
繭
（
ま

ゆ
）
を
売
っ
て
現
金
収
入
を
得
て
い

た
こ
と
か
ら
、
旧
市
倉
家
で
は
こ
れ

を
再
現
し
、
５
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
蚕
を
育
て
て
い
ま
す
。
繭
が
で
き

る
と
、
糸
引
き
の
体
験
日
を
も
う
け

ま
す
。
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
の
協
力
を
受
け
て
機
織
り
の
実

演
を
見
た
り
、
体
験
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
こ
れ
以
外
に
も
、
庭
先
に
あ
る
小

さ
な
畑
で
、
の
ら
ぼ
う
や
サ
ツ
マ
イ

モ
、
綿
花
、
麦
な
ど
を
作
り
、
サ
ツ
マ

イ
モ
は
芋
掘
り
、
綿
花
は
綿
繰
（
わ

た
く
）
り
、
麦
は
脱
穀
し
た
後
、
唐

箕
（
と
う
み
）
に
か
け
る
な
ど
、
様

様
な
教
室
も
実
施
し
、
市
内
の
小
学

校
の
社
会
科
見
学
な
ど
で
も
体
験
の

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
中
行
事
に
あ
わ
せ
た
飾

り
つ
け
や
、
季
節
ご
と
の
普
段
の
生

活
風
景
も
再
現
し
て
い
ま
す
。
繭
玉
、

雛
人
形
、
鯉
の
ぼ
り
、
破
魔
矢
な
ど

を
飾
っ
た
り
、
夏
に
は
畳
の
間
に
蚊

帳
（
か
や
）
を
張
り
ま
す
。
年
配
の

来
館
者
か
ら
は
、
と
て
も
懐
か
し
い

と
の
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た

秋
に
は
十
五
夜
の
お
月
見
飾
り
、
年

末
に
は
餅
つ
き
な
ど
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　
旧
市
倉
家
の
中
に
入
る
と
左
手
に

囲
炉
裏
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
開

館
し
て
い
る
時
間
は
薪
を
燃
し
、
鉄

瓶
で
湯
を
沸
か
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
昔
の
風
景
を
再
現
す
る
と
い
う

こ
と
と
も
う
一
つ
、
茅
ぶ
き
の
家
を

害
虫
か
ら
守
る
と
い
う
意
味
も
あ
る

の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
旧
市
倉
家
住
宅
は

特
別
な
行
事
だ
け
で
は
な
く
、
普
段

の
様
子
か
ら
で
も
昔
の
生
活
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
す
。

　
　

　
な
お
、
糸
引
き
体
験
、
芋
掘
り
体

験
、
餅
つ
き
体
験
な
ど
の
事
業
は
、

実
施
時
に
「
広
報
あ
き
る
野
」
に
募

集
記
事
を
掲
載
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
毎
週
土
曜
日
に
は
、

「
さ
わ
れ
る
土
曜
日
」
事
業
で
石
臼
、

唐
箕
、
の
こ
ぎ
り
、
縄
な
え
機
等
の

民
具
を
使
っ
て
様
々
な
昔
の
作
業
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
お
問
合
せ

　
五
日
市
郷
土
館
（
☎
５
９
６
―
４

　
０
６
９
、
開
館
時
間
　
午
前
９
時

　
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
、
休
館
日

　
火
・
水
曜
日
、
祝
日
（
水
曜
日
が

　
祝
日
の
場
合
は
木
曜
日
も
休
館
）
、

　
年
末
年
始
）　小・中学校の子どもた

ちの学校教育活動での作

品を市民の方にご覧いた

だけるように展示してい

ます。

　今月は一の谷小学校・
前田小学校の子どもたち
の作品です。ぜひ、ご覧
ください。
○期間　３月29日㈫まで

（土・日曜日、祝日は除く）

○時間　午前８時30分～

　午後５時15分

○場所　市役所別館１階

　ギャラリー

今月の展示内容
一の谷小学校
　２月の伝統音楽発表会

で使用した５、６年生が

製作した衣装やその時の

写真。

前田小学校
　子供たちが図工の授業

で製作した絵画。

今後の展示予定

ギャラリーを開設しています

展示月 学 校 名 学 校 名

増 戸 小 西 　 中

五日市小 戸 倉 小

４月

５月

東秋留小 秋 多 中

多 西 小 東 　 中

６月

７月


